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■研究成果の概要 

1) 観測によって測定対象に引き起こされる状態変化をも制御手段として利用する「量子系制御」

を研究している．前年度までの研究で，任意のユニタリー制御は高次元空間中における 2 種類の

可換な (自明な) ユニタリー制御を組み合わせて生成される時間発展を元の空間に射影して得ら

れるものとみなすことができることがわかっていたが (Hamiltonian purification)，同じことが非ユニタ

リー制御でも成り立つこと (Lindbladian purification) を明らかにした． 

2) 量子効果を活用して古典的計測精度限界を超える「量子計測」に関する研究を行なっている．

特に，温度の計測に注目し，系に量子測定を繰り返して得られる測定結果の間の量子相関を活用

することによって計測精度を向上できることを明らかにした． 

3) 量子系に適切に制御を加えること (最適量子制御) によって系に含まれるパラメータを計測す

る精度を劇的に向上できることを明らかにした． 

  


